
【平成２８年度 宮崎県立宮崎南高等学校 学校関係者評価書】

自己評価(c)
学校関係者評価

評価項目 具体的な方策（Ｐ） 結果と課題（Ｄ） 改善策（Ａ） 評 価 コメント
項目別 総合

項目別 総合
①３年間を見通した南高スタイルに ・アクティブラーニング（ＡＬ）を取り入れた授 ・10 月の教科総合訪問に合わ ・公開授業は注入型

１ 学力向上 よる教科指導の充実 業研究を軸とした校内指導力向上研修について、 せ、全教科のシラバスを整 ではなくＡＬが多

・各学年に応じたきめ細かな指導 10 月の教科総合訪問の際、各教科で研究授業を 理した。来年度初めに生徒 く取り入れられて

＊教務部 体制の確立 実施し研究協議を行った。さらに 11 月に各教科 3,5 に配付し、教員と生徒がシ 3,4 いた。ＡＬ型は効

＊進路指導部 ・シラバスの活用による進度や指 から研修内容を報告し、授業改革推進リーダー ラバスに従って、計画的に 率や進度の上では

＊教育相談部 導内容の確認と生徒の理解の深 によるＡＬ研修の伝達講習を実施し、研修内容 安心して学習できる体制を かなりの工夫が必

＊情報教育部 化 の深化、共有化を図った。 構築する。 要だが、ますます

②難関校を目指す生徒への組織的な ・南セミナー(２学年)の実施は生徒の意識を確実 ・各教科の課題を整理し、具 磨きをかけて実施

指導の充実 に高めており、発展的な成績の効果が期待でき 体的な対策を講じていく。 してほしい。

・ハイレベル講座やチームによる る。 3 ・シラバスにより到

指導の実施 ・予備校等の教科別の職員研修等の利用により、 3 3,1 3,2 達目標と計画を示

・職員研修の充実 スキルを高める機会を今年度から実施したが、 すことは教師、生

継続的に取り組むことで高いレベルの指導が可 徒、保護者にとっ

能になっていく。 て意義あることで

③基礎学力定着指導の徹底 ・学力向上に向けた取り組みとして「45 分授業」 ・「45 分授業」の導入を含め ある。

・自学の定着指導と部活動との両 を取り入れ、放課後の時間を活用した主体的な て南高の現状に則した教育 ・家庭学習時間を確
立支援 学習と部活動の時間確保を試みた。課題を改善 3 体制を早急に構築する。 保する工夫が必要

・課題を活用した自宅学習の定着 し、南高スタイルを確立したい。 ・生徒に求める学習量を明確 3,1 である。
と主体的な学習姿勢の養成 ・年３回の家庭学習時間調査を実施し、現状を把 に提示し、実際の学習状況 ・「南セミナー」「予

握し、家庭での主体的学習の養成を図った。 との差を示し指導する。 備校等の職員研修」
「４５分授業」と

２ 進路目標 ①進路指導体制の充実 ・推薦に対する生徒への働きかけは十分であった ・推薦指導と学力向上を両輪 いった南高スタイ

の達成 ・国公立大学推薦入試制度の積極 が、指導体制に関しては時期も含め検討の余地 にしたバランスの良い指導 ルを創ろうとする

的な活用 がある。 体制を確立していく。 姿勢は評価できる。

・朝補習、放課後セミナー、土曜 ・補習は計画通り実施できている。しかし他校の 3 ・生徒の実態に即した取組に 3,4 ・基礎学力定着指導

＊進路指導部 補習の計画的実施 状況も踏まえると、本校のカラーを出していく ついて学校全体での共通理 は容易ではないが、

＊渉外部 ・小論文指導(図南タイム)による 必要がある。 解を深めていきたい。 できる限り個に応

＊情報教育部 進路実現に足る文章表現力の強 じた指導をするこ

＊図書部 化 とで結果として全

②大学の教育力の活用 ・１４大学２４学部の出前講座の実施。セミナー 3 体の底上げにつな

・高大連携による探究型活動の推 も本校から８０名ほどの参加となった。３学期 がる。

進 には１・２年生も参加の機会を得て、キャリア ・「教師みらいセミナ

・出前講座、宮大教師みらいせミ 教育等、よい刺激となった。 3,5 ・講座の更なる充実を図って 3,6 ー」の講師をして

ナーの活用 ・教育学部と南高校に特化した連携については、 いく。 高校生の能力の高

・教師を志望する生徒に対する宮 今後具体的に進めていくことが課題である。 ・宮大の行事への積極的参 3,3 さを実感した。こ

大教育学部との連携の効果的な 加を促していく。 のような新たな取

活用 り組みに今後もチ

③特化した進路指導体制の確立 ・今年度は大学入試問題研究(東大・九大・鹿大・ ・多様化する入試制度、時宜 ャレンジしてほし

・指導者を目指す生徒の育成 宮大・小論文)の分析を行い、生徒に身に付けて 3 に適った中身の継続的な検 い。

欲しい力を示せた。 討を行う。 ・進路目標を持たせ

キャリア教育を推

進する一方で、各

種補習やセミナー

3,0 等で鍛える体制を



整え実践している

ことは高く評価し

たい。

・難関校の志望者が

増えるよう自己肯

定感の育成を強化

して気概を持つ生

徒の育成に努めて

ほしい。

（注）４段階評価 ・・・ ４：期待以上 ３：ほぼ期待どおり ２：やや期待を下回る １：改善を要する

自己評価(c) 学校関係者評価
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項目別 総合 項目別 総合

①部活動の更なる活性化 ・朝の清掃活動や各種ボランティア活動、部での学習会 ･様々な場面で部の取り組みを ・本校が取り組んで
３ 豊かな人 ・模範的な部活動の取り組みの成 などを行う部活動も増えてきた。 紹介する。(外部向けの広報も いる「ハイレベル

間性の醸成 果の普及 ・派遣規定改定２年で、中間テストへの生徒の取り組む 含めて) な文武両道」を一
・文武両道達成のための職員の共 意識が高まったが、｢ハイレベルな文武両道｣の達成に ･文武両道についての職員・生 層充実させて成果
通理解の推進 ついては、学習面、部活動面ともに中途半端な現状で 3 徒の共通認識を高める。 を出してほしい。

＊生徒指導部 ・部活動生集会、キャプテン ある。 ・部活動規定を現状にあわせて 3,4 ・部活動生集会が「べ
＊図書部 会の活性化 ・キャプテン会や部活動生集会の動きは定着しつつある。 改善する。 からず」ばかりの

＊環境美化部 ・職員と部活動生徒の交流会を実施し、相互理解を図る ・交流会はアンケート等をもと 集会ではなく、職
ことが出来た。 に改善し､来年度も継続する。 員との交流会や学

＊教育相談部 習会など幅広く展
＊渉外部 ②キャリア教育・人権教育等による ・インターンシップへの希望者が多かった。しか ・補習等と重ならない日程の 開されていてよい。

人間教育の推進と人間力の醸成 し割り振り等も含め、日程と担当できる職員の 調整と事前指導の確立。 ・初のリーダー研修
・インターンシップ・ボランティ 確保が必要である。 ・今回実施したことで、学校 会は自己肯定感の
ア活動等の推進 ・レベルアップ週間に校外清掃ボランティアを実 周辺のどのあたりにゴミが 育成に充分役立っ

・人権教育とピアサポートの充実 施したが、定員(60 名)を大幅に上回る生徒の希 多いか確認できたので次年 ている。「ハイレベ
・学校生活アンケートの活用によ 望があった。 度のルート選定の参考にし ルの文武両道」と
る生徒理解と早期対応 ・人権教育推進委員会の企画のもとで「人権教育 たい。 はいかなるものか

・主権者教育の充実 だより」（毎月発行）、「人権啓発月間」（毎学期）、 ・人権教育については予 定通 を実際に見聞きし
・「朝の読書」活動の推進 「ＬＨＲによる啓発や講演」（毎学期）等を実施 3,5 り実施できた。 3,5 たことは大きな刺

し、差別を許さない心を育て、人権感覚の向上 ・生徒への振り返りシートを 激になったのでは
や感性豊かな生徒の育成に寄与した。 3 参考に内容の充実を図る。 無いか。次年度は

・ピアサポート活動は計画通りに実施できたが、 ・幅広く面談を実施したり、 更に多くの生徒に
その効果の検証は難しい。 他クラスからの情報も生か 体験してほしい。

・主体的な清掃活動による環境美 ・このアンケートを活用した個々の対応は、面談 しトラブルを未然に防止す ・鵬祭に見る生徒の
化意識の高揚 を通じ早期に実施できた。アンケートに可視化 る。 手による運営には

されない部分にどう対応するかも重要である。。 眼を見張るものが
・学校活動のあらゆる場面を ある。自己教育力

・清掃強化週間等により美化意識の高揚ができた 通じて、生徒の美化意識の の前提に教師の先
が、「主体的な」という部分に課題が残る。 高揚に努めたい。 3,4 を見越した慧眼が

あれば鬼に金棒で
③生徒の主体性を重視した取り組み ・生徒会のリーダー研修会(熊本)を実施出来た。意識の ・リーダー研修会の内容の生徒 ある。

の推進 向上に効果があった。 へ還元する。 宮﨑わたぼうし会
・生徒会活動やリーダー研修会の ・情操教育の一環として、水槽を設置し、生徒の係を中 ・情操教育については生徒指導 の行事や地域の清
更なる活性化 心に魚・エビの飼育を行った。 部以外の職員や、係以外の生 掃活動に応援団や

・鵬祭等の学校行事の企画・運営 ・主権者教育を意識した生徒会選挙を実施した。 徒への周知を図る。 吹奏楽部が参加し
＊保健安全部 を通した主体性の育成 ・生徒会選挙は模擬投票の形に 3,3 ていることは素晴



・自他の健康に興味関心を持たせ ・健康診断は、出来るだけ授業の支障にならない さらに近づけたい。 らしい。
る健康教育の推進 ように計画し、実施した。今後は効率化の検討。 ・ＬＧＢＴについて

・１学年は性教育講話を講師を招いて実施した。 ・校医との日程等の調整を早 の教育も更に充実
・水泳、体育大会、校内長距離走駅伝大会、修学 3 めにしておく。 することを望む。

旅行の事前健康相談を実施し、生徒の安全面を
重視し問題なく実施できた。長距離走駅伝大会 ・校内長距離走駅伝大会の練
の時期を再検討する必要がある。 習については熱中症対策と

・２学年のＷＹＳＨ教育はインフルエンザが流行 して時期を検討する。
し中止になったが、月経パンフを配付した。 ・インフルエンザが流行する

・３学年は「心とからだ」の健康教育推進事業と 時期を避ける。
して医師を招いて実施した。進路決定者だけの ・ドクターを招いての講話な
参加であったが LGBT にもふれ人権教育も兼ね ので進路決定者だけでなく
た。 全員参加させたい。

４ 保護者・ ①広報活動の活性化 ・学校全体の案内パンフレットとは別に、フロン ・南高への入学志願者数が減 ・ＴＶ、新聞等で南
地域との ・「学校案内」や「ＰＴＡ新聞」 ティア科の案内パンフレットを作成し、学科説 少傾向にあるため、学校ホ 高の活動を目にす
連携推進 の内容充実と積極的な配布 明会等を通し、中学校等へその特徴や教育内容 3,5 ームページの活用に加え、 3,9 ることが多くなっ

について説明した。 SNS 等を活用した広報も検 た印象がある。広
討する。 報活動の成果では

＊渉外部 ②ＰＴＡ活動の充実 ・ＰＴＡ役員会・理事会については円滑かつ充実 ・ＰＴＡ活動の活性化に向け ないか。更なる活
＊事務部 ・役員会、理事会、学年会、各委 した会議ができている。 て会議の活性化に努めた 動で中学生の志願
＊情報教育部 員会活動の活性化 ・学年会では学年・学級懇親会の企画・運営をお い。 者が増え、優秀な
＊教務部 ・ＰＴＡ主催事業の組織的・計画 願いした。 ・出席率の向上のため機会あ 生徒が集まってく
＊進路指導部 的推進 ・委員会活動では、環境安全委員会では各学期当 るごとに広報に努めたい。 るとよい。

初の「朝の交通安全指導」をはじめ、ＰＴＡ奉 ・「ＰＴＡから君たちへ贈る ・オープンスクール
仕活動など積極的な取り組みをいただいた。広 3 講演会」については講師選 や中学校訪問への
報委員会については上記「広報活動の活性化」 定の難しさや校で内の講演 3,5 生徒の活用などは
にある通り。ＰＴＡ主催事業については、「ＰＴ 回数の精選の観点から見直 素晴らしい取り組
Ａから君たちへ贈る講演会」を２／１５（水） しを図る予定である。「鵬 みである。
に実施、「命と夢のコンサート」という演題で、 3,5 合格うどん」と「卒業祝賀 ・ＰＴＡ広報誌の宮
弓削田健介氏を講師として講演を行った。「鵬合 会」については継続の予定 日コンクール連覇
格うどん」についても１２月に実施し受験生に である。 に象徴されるよう
力強いエールを送った。「ＰＴＡ主催卒業祝賀会」 3,7 に各種印刷物に工
についても卒業式当日に開会予定。 夫が感じられる。

・自治会の回覧場の
③同窓会との連携協力推進 ・同窓会理事会が毎月開会され、様々な企画の計 ・学校からも積極的に同窓会 活用もたいへん有

・同窓会理事会との連携による情 画・運営をおこなっていただいた。担当者も必 に関わりをもち、力強い連 効である。

報の共有化 ず出席し連携を密にした。今年度は「パワーア 携・協力を築いていきた ・鵬うどんではノロ

・ドリカム講座の充実 ップ学習会」を新規実施し、学校への強力なバ い。 ウイルス等による
ックアップをいただいた。 3,7 食中毒に注意して

・生徒のニーズに応えた企画となっているので、 3,5 ほしい。
職員側の準備等の役割分担を明確にしていく必 ・担当職員を複数にする等の ・ＰＴＡ・同窓会が
要がある。 対策を検討する。 同じベクトルにあ

るのも学校側の尽
④中高連携の推進 ・学校説明会への参加やオープンスクールを通し ・学習塾への訪問に加え、中 力の賜である。

・中学校主催の高校説明会への た積極的な広報活動に加え、出身中学校別のポ 学校の教員・生徒・保護者 ・同窓会によるドリ
積極的な参加 スターの作成や、そのポスターを各中学校に生 3 への積極的な情報発信を実 カム講座やレベル

・授業公開期間とオープンスク 徒とともに配付し、本校志望者に対する学校説 施する。 アップ勉強会は母
ールの効果的な実施 明を行った。また、学校周辺地域向けの新聞を 3,7 校愛を生徒に体感

回覧板の他、宮日新聞の折り込みで入れた。 させる素晴らしい
実践である。

・「至誠天に通ず」先
生方の思いは必ず
生徒や保護者に届



くので今後も学校
・保護者・同窓会・

地域が一体になっ
て素晴らしい学校
作りを続けてほし
い。

（注）４段階評価 ・・・ ４：期待以上 ３：ほぼ期待どおり ２：やや期待を下回る １：改善を要する


